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製品ファミリのアーキテクチャ品質について、自身または自組織が抱えている/考える課題と、それに対する意見 
 
以下のようなところでいくつか議論できてヒントが得られればと思っています。 
 
（１）製品群開発の見える化ってうまくいってますか？ 
UML 上などでどのように製品群開発を見える化できるでしょうか？ 
 
（２）共通部、可変部、再利用部、都度作成部？？ 
用語の使い方なのですが、どこをどう呼んでいらっしゃいますか？ 
 
（３）可変性を見つけるアプローチについて 
見えている可変性については、 
・仕様書から フィーチャー図を作成する 
・コンパイルスイッチ、#ifdef マクロから フィーチャー図を作成する 
などが比較的簡単ですが、それではうまくいかないように感じています。 
見えていない可変性について、どうやって拾い上げてゆくのかいろいろ苦労しています。もしかしたらパターンがある

のかもしれません。 
 
（４）可変性を管理する方法について 
結局 #ifdef マクロを管理する方法しかないんでしょうか？ Excel で？ 
 
（５）可変性へ対応するための技法について 
ROM で固める組み込みシステムにとっては、現実的には以下の２つくらいしか実際のところないでしょうか？ 
・インターフェイスクラスと実装クラス 
  実装クラスを作り出せるファクトリを切り替え、各ファクトリから関連があるクラスのソースを生成する。 
・Component Variants 
 
（６）製品群開発がどのくらいうまくいっているか見える化するには？ 
品質貢献面もあると思うのですが、縁の下だけに事業貢献度を測るのが難しい。 
ミクロ的には、どのように #ifdef マクロを使っているので良いとか悪いとか判断したい。 
 
よろしくお願いします。 


